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日本の食文化の発信に係る文化庁の取組

◇ 伝統文化親子教室事業において、地域の伝統料理の体験活動
等、食文化の継承の取組を支援。

◇ 文化芸術による子供の育成事業において、食文化の専門家を
小学校・中学校等へ派遣し、郷土料理に関する講話、調理実
習などを実施。

◇ 食文化や茶道、華道などの「生活文化」の振興策を検討する
ための生活文化調査研究事業を実施。

◇ 平成29年度「文化芸術創造活用プラットフォーム形成事業」
において、地域に伝わる精進料理をはじめとする食と風土の
体験事業等を支援。

◇ 平成29年度「第32回国民文化祭・なら2017」において、
「宇陀市薬草文化祭」を実施。

◇ 平成29年7月5日に文化庁主催「食文化シンポジウム～奈良の
食文化にまつわるおはなし～」を実施。

食文化の次世代の継承に向けた取組

食文化関係者の地位向上に向けた取組

◇文化活動に優れた成果を示し、我が国の文化の振興に貢献さ
れた個人・団体を表彰する「文化庁長官表彰」において食文
化関係者を表彰。
【参考：H28年度】
宮嵜英男（株式会社近鉄・都ホテルズ志摩観光ホテル料理顧問)

食文化の発信に関する体制の充実に向けた取組

◇平成29年度から、文化庁地域文化創生本部に、食文化を含む
生活文化の担当調査官を配置。
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食文化に関する平成30年度文化庁概算要求状況

✔国際文化芸術発信拠点形成事業 ２，６１１百万円（ 新 規 ）

文化資源により社会的・経済的な価値を創出し、訪日外国人（インバウンド）の増加や活力ある豊かな
地域社会の形成等に資するため、芸術祭などを中核とし、文化芸術と観光、まちづくり、食、国際交流、
福祉、教育、産業その他関連分野と有機的に連携した、国際発信力のある拠点形成を支援する。

✔文化芸術創造拠点形成事業 ２，５７０百万円（ ２，４６０百万円）

地方公共団体が主体となり、地域住民や地域の芸・産学官とともに実施する、食文化等も含めた地域
の文化芸術資源を活用した取組や、地方公共団体等による文化事業の企画・実施体制を構築・強化す
る取組を支援する。

✔共生社会実現のための芸術文化振興事業 ５０４百万円（ 新規 ）

障害者芸術の発表や交流の機会を拡大し、障害者や高齢者、外国人など全ての人が芸術文化活動に
参加できる施策を展開するとともに、外国人等が我が国の食文化等暮らしの文化を学習し、地域社会に
溶け込むための方策など、共生社会の実現を推進する。

✔国民文化祭 ２４３百万円（ ２４３百万円）

国民の各種文化活動を全国的な規模で発表する場を提供し、顕彰等を実施することにより、文化活動
への参加意欲の喚起、文化創造の促進、食文化等も含んだ地方文化の発展に資する。

✔文化芸術による子供の育成事業 ５，５４０百万円（ ５，２２３百万円）

子供たちに対し、一流の文化芸術団体や芸術家による質の高い文化芸術（食文化を含む）を鑑賞・体
験する機会を身につけるとともに、実技指導やワークショップ等を実施する。

✔伝統文化親子教室事業 １，２８８百万円（ １，２３８百万円）

子供たちが親とともに、民俗芸能、工芸技術、邦楽、日本舞踊、茶道、華道、郷土料理などの伝統文
化・生活文化を体験・修得できる機会を提供する。また、これまで体験機会がなかった地域の子供たち
にも新たに地方公共団体が中心となり伝統文化・生活文化に触れる機会を提供する

✔生活文化調査研究事業 １５百万円（ １３百万円）

食文化、茶道等の生活文化等について、次世代へ継承するための方策を検討するための実態調査等
を実施する。

地方創生と経済活性化等の推進

文化芸術創造活動への効果的な支援

文化芸術による「創造力・想像力」豊かな子供の育成

生活文化に関する調査

※係数は全て内数
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